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な近藤格子系の理解は不満足である｡一方､4f2 及び 4fh2の近藤効果は U､Pr及び
Tm 化合物で期待され､付加された新たな自由度により様々の新しい近藤効果が期
待されるが適当な化合物が見出されていない｡4fh2に関しては､TmTe､TmSe､TmS
の一連の化合物が Tm'十(4fhlの絶縁体､但し4f13レベルは Tm の 5d伝導帯の底の




4f2に関しては U 化合物に典型的に見られるが､強い 6d電子によるスクリーニ
ングによって有効 5f-5f原子内クーロン力は 1-2eV 程度と小さく､典型的な強相
関系とは見られず､したがって典型的近藤効果を示す物質は極めてまれである｡こ
の観点から､最近糟谷 2 は UBe13及びその稀釈化合物が示す異常性､特に異常なヘ
ビーフェルミオン超伝導が 5f2近藤効果と 5f磁気格子ポーラロンのウイグナ-結晶
との競合として良く理解されることを示した｡異常 U 化合物に於ては一般に 5f電
子が局在と非局在の境界上にあってその二重性が大きな効果を持つ｡




いる Prスクッテルダイトは最も典型的な 4f2近藤系と言える｡3 本講演に於ては先





されており､これが異常 U 化合物の共通の原点であることが示されている｡ 4 5f
原子状態に於ては基本的には 4f同様エSJ結合が良いことが知られている｡然し結
晶中では強い C-f混成によって 5f電子が原子外に広がって LSJ結合は弱まり､代っ
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実 UXpでは 5f3 (r72r8) が基本的な結合状態でr72がよく局在した核 1重項状態を








Ceスクッテルダイ トが強い価数揺動物質であることからも Prスクッテルダイ ト
が Pr化合物としては強い C-f混成を持つことが分り､近藤効果の可能性も充分考え




















































に基底一重項を求めるのは極めて難しく､k空間 RN 法を使っても通常 TKで発散す
る｡しかし､mixingの時と同様先ず原子内の singletから出発して RSRN法を使え
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ば全く問題は無い筈である｡何れにせよ一重項で対称性は回復するわけである｡一
方､結晶全体にオーダー状態を作って縮退を解くことももう一方の方法であるが､
これは brokensymmetry状態で singletとは全く反対の状態であり､その間の競
合がスクッテルダイトでも多様な形で現れるわけである｡上記のelectron-phonon､
mixing共サイト間の相互作用も与え､brokensymmetryを作るのにも寄与してお
り､この意味の二重性を持つ｡一方､Prの近藤効果の dualityはr7が局在し､r8は
非局在かそれに近い局在となっていることを意味し､磁性にはr7が主に利き､伝導
には伝導電子のr8とのsinglet-1ikestateが利くので､両者に二重性が反映される｡
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